
※１ 森林等吸収源： 目標達成に向けて算入可能な森林等吸収源（森林吸収源対策及び都市緑化等）による吸収量。森林吸収源対策による吸収量については、
５カ年の森林吸収量が我が国に設定されている算入上限値（５カ年で2億3,830万トン）を上回ったため、算入上限値の年平均値。 

※２ 京都メカニズムクレジット： 政府取得 平成25年度末時点での京都メカニズムクレジット取得事業によるクレジットの総取得量（9,749.3万トン） 
 民間取得 電気事業連合会のクレジット量（「電気事業における環境行動計画（2013年度版）」より） 

※３ 最終的な排出量・吸収量は、2014年度に実施される国連気候変動枠組条約及び京都議定書下での審査の結果を踏まえ確定する。 
    また、京都メカニズムクレジットも、第一約束期間の調整期間終了後に確定する（2015年後半以降の見通し）。  

○ 2012年度の我が国の総排出量（確定値）は、13億4,300万トン（基準年比＋6.5％、前年度比＋2.8％） 

○ 総排出量に森林等吸収源※１及び京都メカニズムクレジット※２ を加味すると、５カ年平均で基準年
比 -8.4％※３ となり、京都議定書の目標（基準年比 -６％）を達成 
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12億6,100万トン 

13億4,300万トン 
(基準年比 +6.5%) 
＜前年比 +2.8％＞ 

  基準年       2005     2008        2009       2010       2011        2012 
 （原則1990） 

12億5,600万トン 
（基準年比 -0.4％） 

13億700万トン 
（基準年比 +3.6％） 

①－② －③ 
５カ年平均  

 基準年比-8.4％ 

2008～2012 
５カ年平均 

５カ年平均 
12億7,800万トン 

（基準年比+1.4％） 
12億8,100万トン 

（基準年比 +1.6％） 

京都議定書 第一約束期間 
目標：基準年比－６%  

    （11億8,600万トン） 

12億600万トン 
（基準年比 -4.4％） 

13億5,000万トン 
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クレジット※２ 
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5.9％） ①実際の総排出量 

②森林等吸収源※１ 
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3.9％） 
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